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AとBとは， どもに長安問崇福寺の沙門智昇の撰になるもので， その撰述の年も庚午歳， すなわち







あったので， これを『開元録』に採り， その後般刺也t帝訳，融筆受という一本を伴， さらにその訳















































































































































































































照。 また資料の写真および録文は， 山本達郎・池田温・ 1ii}里子誠編 Tun-huangand Turfan Documents 
concerning Social and Economic Histoヮ， 1 Legal Texts A， B， 1978-80， Toyo Bunko参照。
(2) 拙稿「敦燈発見唐水部式の書式についてJ(IF東洋史研究.114ト 2，1987掲載予定〉。
(3) 伯希和 (P.Pelliot)編，陸朔訳「巴繁図書館教燈写本書目J(r国立北平図書館館刊j]7-6， 8-1， 
1933-3の。
(4 ) 商務印書館編『敦;思遺書総目索引.11(中著書書局， 1983) 265頁。
(5) 陀羅尼の意義については， 松長有慶『密教・コスモスとマンダラ.11(NHKブックス， 1985) 46頁以下
参照。



































































(36) Twichett， D. C.， "The Fragment of the T'ang Ordinances of the Department of Waterways discov 
ered at TunhuangぺAsiaMajoγ(n. s.) 6ー し 1957，p.61， n. 118. 
(37) 池田温・岡野誠，前掲「敦燈・吐魯番発見唐代法制文献J217頁参照。
(38) 一例をあげれば，唐永徽職員令と紙背のご入凶行論がそれにあたる。土肥義和「永徽二年東宮誇府職員
令の復元一一大英図書館蔵同職員令断片 (S11446)の発見に際して一一J(Ii'国学院雑誌，j]83-2， 1982)， 
拙稿「唐永徽職員令の復元一一S.11446の泰Jj離結果について一一J(Ii'東洋法史の探究一一島田正郎博士領寿
記念論集，-，j]汲古書院， 1987)参照。
(39) 金岡秀友・問村芳朗・柳問聖山「仏教入門，j](筑摩書房， 1981) 46貰以下の柳間発言参照。なお，本稿
で論じた陀緯尼の背景については，頼富本宏「中国密教史における教燈文献J(牧悶諦亮・福井文雅編 r敦
爆と中国仏教」く講座敷燈7>(大東出版社， 1984)参照。
附記
本稿第E節で引用した房敵の詩の笥1み方については，金岡照光〈東洋大学教授〉・徳田武(明治大学教授〉
両氏にご教示いただいた。記して感謝の意を表する。
なお本稿は，明治大学社会科学研究所昭和55・56年度個人研究の報告書である。在外研究その他の事情で提
出が著しく遅延し，ご迷惑をおけかしたことをお詑びする。 (1987・8・22稿〉
注(2)に述べた拙稿は，すでに刊行された。 (1988・1・20記〉
(おかのまこと〉
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